
猫・小型犬に適した細径 (2.5Fr/φ0.83mm) 経皮腎瘻カテーテル。

直径 6.5mm の先端ループは猫の腎盂内に収めることができます。
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ダイレクトパンクチャ方式

① エコーガイドで 16G（1.65mm）

　 イントロデューサを腎盂に

　 刺入して、外套カニューラ

　 を留置します。

② カテーテル先端のループを

　 ストレートナーに引き込んで

　 まっすぐに伸ばします。

 レ 順行性腎盂造影。

 レ 尿路閉塞疾患の急性期の治療。

 レ 尿管切開術後、吻合部の減圧・保護。
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ループはストレートナー内でまっすぐに

③ ストレートナー先端を外套カニューラ

　 に軽く押し当てたら

　 カテーテルを送り

　 込み、腎盂内に

　 ループを

　 再現する。

④ カテーテルの位置が動かないよう

　 注意を払いつつ、ストレートナーと

　 外套カニューラを両手でピールアウェイ

　 してカテーテルから除去します。

※この操作はカニューラを

　体外に引き出して行います。
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外套カニューラ

　左右に引くとラインに

　　　　沿って裂け、分割

　　　　　　除去できます。
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